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JMP 9 による地図表示機能の紹介とその活用法 

SAS Institute Japan 株式会社 JMP ジャパン事業部 

2011 年 10 月 作成 

 

 

１．はじめに 

データに都道府県や市町村などの地理情報を含む場合、地図上にデータの値や要約した値をマッピングすると、位置の情報も把

握することができ非常に有効です。例えば、ある地区の西側で農作物の生産量が多い、隣接したある 2 つの地域の生産量が極

端に少ないなどといった見解は、地図上でデータを表現してこそ発見できることです。 

JMP 9 では、グラフ上に地図を表示する機能があります。この機能を用いると、次のようなグラフを描くことができます。 

左側のグラフは、米国の犯罪発生率を、州ごとに色のグラデーションで表したものです。右側のグラフは、ハリケーンの発生の様

子を地図上に表示したものです。実際は、アニメーション機能によって、ハリケーンがどの方向に移動したのか、風速がどのよう

に変化したのかなどの情報も視覚的に確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本文書では、JMP 9 の新機能である地図機能について、基本的な使い方、活用方法について説明します。以降の 2章では、JMP

のサンプルデータを用いて、地図を作成する手順を説明します。3章、4章では、Web上のデータを用いて、実際に地図データを作

成し、データを可視化する例を示します。最後の 5 章では、JMP で作成した地図イメージのカスタマイズについて説明します。 

尚、3 章や 4 章で使用したデータは、2011 年 10 月現在、Web 上に存在するデータを使用しています。 

 

２．サンプルデータを用いた地図表示 

JMP 8 から新しく追加されたプラットフォーム「グラフビルダー」では、ドラッグアンドドロップでグラフを対話的に作成することができ

ます。JMP 9 では、グラフビルダーの機能として新規に追加された「シェープ」というゾーンを使用することにより、地図を作成する

ことができるようになりました。 

 

JMPのサンプルデータ 「犯罪データ.jmp」 は、アメリカの地域、州ごとの犯罪に関するデータです。州ごとに、年（73年から99年）

における犯罪件数や発生率をデータ化しています。「全発生率」 は、州の犯罪発生件数を、その州の人口で割った値です。 

「グラフビルダー」 を用い、アメリカの地図上に、「全発生率」 の情報を表示してみます。 
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【操作：グラフビルダー】 

1. [グラフ] > [グラフビルダー] を選択します。 

2. 「州」をドラッグし、「シェープ」 ゾーンにドロップします。 

3. 「全発生率」をドラッグし、「色」 ゾーンにドロップします。 

 

アメリカの地図が表示され、「全発生率」は連続変数のため、各州の犯罪発生率（の平均値）が色の濃淡（グラデーション）で表示

されます。さらに、グラフの X軸、Y軸には、経度と緯度が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このグラフより、西海岸や南側の州の犯罪率が比較的高いことが分かり

ます。このことは、右図のような単純に州ごとに犯罪率（の平均）を棒グラ

フで表したグラフだけでは発見するのは困難です。 
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グラフビルダーにおいて、「シェープ」 ゾーンに変数（列）を割り当てると、JMP に標準で用意されている地図ファイルの中から、一

致した地域名が探し出されます。この例では、アメリカの州（Alabama, Alaska など）を値としてもつ列 「州」 を「シェープ」 ゾーン

にドロップしたため、地図ファイルの中からアメリカの州の情報を探し出し、アメリカの地図が表示されたことになります。 

 

JMP では標準で、次の地図ファイルが用意されています。 

・ 世界の国々 

・ 米国の州および群 

・ カナダ、中国、イギリス、フランス、イタリア、ドイツ、日本の最上位区分 ・・ 日本では、47 の“都道府県”に相当 

 

地図ファイルは、インストールの場所をデフォルトの場所に指定した場合、次のディレクトリに保存されます。 

・ Windows: C:\Program Files\SAS\JMP\9\Maps 

・ Macintosh: /Library/Application Support/JMP/9/Maps 

 

各地図は、次の 2 つの JMP ファイルで構成されます。 

・ ○○○-Name.jmp (各地域の固有の名前を含むファイル) 

・ ○○○-XY.jmp （境界線の緯度と経度を含むファイル） 

 

ここで、日本の都道府県に対する地図ファイル「JA-Admin1-Name.jmp」と「JA-Admin1-XY.jmp」 の中身を確認してみます。 

 

●名前ファイル「JA-Admin1-Name.jmp」 

Shape ID と、その ID に対応した日本の都道府県名が記載されたファイルです。都道府県名はローマ字表記や日本語表記に対

応しています。各行で一つの都道府県の情報を示しますので、このデータテーブルの行数は 47 になります。 

列パネル（データテーブル左の中央）に表示されている列名 「Name」、「Name-ja」、「Name-ja2」 の右側にあるアスタリスク（*）を

クリックすると、[地図の役割] プロパティが指定されていることがわかります。これらの列は、シェープデータと明示的に関連づけ

られていることがわかります。 
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●XY ファイル「JA-Admin1-XY.jmp」 

日本の緯度（X）、経度（Y）の情報が Shape ID 順にまとめられたデータです。ここでの Shape ID は、上記の Name ファイルに紐づ

いています。各都道府県は、いくつかの境界線の緯度と経度のデータで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このデータが都道府県の境界線を表していることは、次の操作から確認することができます。 

 

1. グラフビルダーにおいて、「X」を [X] ゾーンに、「Y」を [Y] のゾーンにそれぞれドロップします。 

2. 「Shape ID」を[重ね合わせ] のゾーンにドロップします。 

3. グラフ上を右クリックし、[平滑線] > [変更] > [点] を選択します。 

 

都道府県ごとに色分けしてデータがプロットされます。このグラフより、点がそれぞれの都道府県の境界を示していることが分かり

ます。 
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「グラフビルダー」だけではなく、散布図やバブルプロットなどでも、地図を表示する機能を利用することができます。JMP のサンプ

ルデータ「ハリケーン.jmp」 を開いてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1930年から2008年までの間に発生したハリケーンのデータです。 日付と、そのときのハリケーンの経度、緯度、風速、米国へ上

陸したかどうかなどの情報が入力されています。 

 

データテーブルの左上にあるテーブルパネルから、「バブルプロット(地図付き)」の左にある赤い三角ボタンをクリックし、[スクリプ

トの実行] を選択します。 

バブルプロットが起動しますので、左上の赤い三角ボタンより、[役割の表示] を選択します。これにより、バブルプロットにおいて、

どの列にどのように役割を与えたのかを確認することができます。 

X:緯度、Y:経度 を指定し、バブルのサイズは「風速（ノット）」を指定しています。バブルのサイズが大きいほど風速が強いハリケ

ーンです。 色分けには「米国への上陸」を指定しており、米国に上陸したハリケーンは赤色（値=1）、米国に上陸しなかったハリケ

ーンは青色（値=0）になります。さらに、日付を時間として指定し、ID(グループ分けする変数)として、「名称と ID」を指定していま

す。 
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[実行] をクリックすると日付が進んでいき、ハリケーンの推移を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上では、スクリプトを実行することにより、自動的に地図を作成しましたが、実際にどのような操作で作成されるのかを確認してみ

ます。 

 

【データテーブルの準備】 

データテーブルにある列 「緯度」や「経度」の値は、”18°北” や “67° 西” と、度数と方角の情報を示しています。 

列 「緯度」 を選択して、[列] > [列情報] を選択します。 

 

表示形式として 「緯度 DDD」が選択され、[方角]、[フィールド句読記号] のいずれにもチェックが入っています。データの表示形

式として、緯度の形式を指定し、緯度を度（DDD）で表示することを示しています。 

 

・ DMM であれば度分を、DMS であれば度分秒まで表示します。 

・ [方角] にチェックが入っている場合は、東、西など方角が示されます。 

・ [フィールド度句読記号] にチェックが入っている場合は、” 70°30′00″ 西” のように度、分、秒の記号が表示されます。

チェックをはずした場合は、”70 30 00 西” のように、度、分、秒はスペースで区切られます。 
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【操作：バブルプロット】 

1. [グラフ] > [バブルプロット] を選択し、次のように列を選択して [OK] をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  バブルプロットのレポートが出力されます。X 軸に「経度」、Y 軸に「緯度」を指定しましたので、軸の形式は、それぞれ 「経

度 DDD」、「緯度 DDD」 になっています。（軸をダブルクリックすることにより、軸の指定を確認することができます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. グラフを右クリックして、メニューより [背景地図] を選択します。 「背景地図の設定」ウィンドウにおいて、[粗い衛星写真] 

を選択して[OK] をクリックします。 
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グラフの背景として、世界の地図が追加されました。グラフ下のスライダにより [速度]や [円のサイズ] を適宜調整し、[実行] を

クリックすると、アニメーションが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「背景地図の設定」 ウィンドウでは、背景地図の種類や境界線を設定することができます。 

”粗い衛星写真”、”細かい衛星写真” はあらかじめ JMP にインストールしてあるイメージです。”細かい衛星写真” の方が”粗い

衛星写真” より高解像度で表示されます。NASA サーバーは、WMS(Web Map Service)のサーバーの一つです。インターネットで

NASAサーバーに接続することにより、地図を取得することができます。または、”ウェブ地図サービス” を選択して、WMSの URL

やレイヤを指定して地図を取得することができます。 

 

イメージの指定 

なし 「イメージ」で選択した背景地図を削除する。 

粗い衛星写真 NASA サーバーから地図を取得して表示する。 

細かい衛星写真 詳しい地形を示す高解像度の地図を表示する。 

ウェブ地図サービス 指定した URL とレイヤから地図を取得して表示する。 

 

境界線のオプションでは、地図上に境界線を表示することができます。3 章で説明するような独自のシェープファイルを設定してい

る場合は、設定している境界線についても選択のリストに表示されます。 

 

３．シェープファイルを用いた地図データの作成例 

JMP では、地図グラフのベクトルシェープデータとして ESRI 社の SHP ファイルを使用します。2 章で確認したように、JMP ではあ

らかじめ日本の都道府県などの境界線が用意されていますが、シェープファイルを基に独自の境界線を作成することができ、境

界線をグラフ上に表示することができます。 

 

「政府統計の総合窓口（ｅ－Ｓｔａｔ）」の Web サイト （http://www.e-stat.go.jp/）では、政府の統計情報の参照や、データをダウンロ

ードすることができます。ここでは、弊社（SAS Institute Japan）東京オフィスの所在地であります”東京都港区” のシェープファイ

ルと人口のデータを用いて、地図上に人口の情報を表示してみます。 
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以下では、上記のサイトにある 「地図で見る統計（統計 GIS）」 のリンクから 「データのダウンロード」 を選択し、統計調査とし

て、”平成 17 年国勢調査（小地域）” を、統計表として、”年齢別（５歳階級、４区分）、男女別人口” を選択してダウンロードした

統計データ、境界データを用います。 

 

【境界ファイルの作成、保存】 

ダウンロードした、図形データの.shpファイル、属性データの.dbfファイルから、地図ファイルを作成します。地図ファイルは、2章で

説明した Map のフォルダの他に、ユーザアカウントフォルダの次の場所に保存しておくこともできます。 

 

保存場所 

Windows XP <ユーザ名>\Local Settings\Application Data\SAS\JMP\Maps 

Windows Vista/ Windows 7 <ユーザ名>\AppData\Local\SAS\JMP\Maps 

Macintosh <ユーザ名>/Library/Application Support/JMP/Maps 

 

1. JMP のメニュー [ファイル] > [開く] から、ファイルの種類として「シェープファイル（*.shp）」を指定し、該当の.shp ファイルを

[開く] をクリックすることにより開きます。このファイルを「東京都港区-XY.jmp」 という名前で、上記の保存場所に保存しま

す。 

（注意：ファイル名自体は任意ですが、ファイルの最後に ”-XY” という文字をつける必要があります。） 

 

shp ファイルを読み込んだデータテーブルでは、下記の点を確認してください。これらはデータの内容であり、列名は任意のもので

構いません。 

 

・ 1 列目が Shape ID であること 

・ 2 列目が Part ID であること 

・ 3 列目が、X座標であること 

・ 4 列目が、Y座標であること 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. [ファイル] > [開く] から、ファイルの種類を「xBase データファイル（*.dbf）」 を指定し、該当の.dbf ファイルを [開く] をクリッ

クすることにより開きます。 

 

dbf ファイルは、1列目が shp ファイルに対応する Shape ID であり、昇順に並んでいる必要があります。手順 2で開いた dbf ファ

イルには、Shape ID に相当する列がないため、行番号を値とする新しい列を作成します。 
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3. [列] > [列情報] を選択し、列名を「Shape ID」 に変更し、「データの初期化」を [シーケンスデータ] に変更します。開始値、

終了値、ステップ の値を確認し、[OK] をクリックします。 

 

データテーブルの最後に、列「Shape ID」が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この dbf ファイルでは、列「MOJI」 に、港区の丁目のデータが入力されています。そのため、この列をシェープ名として定義しま

す。 

 

4. 列 「MOJI」を選択してから、[列] > [列情報] を指定し、「列プロパティ」 から [地図の役割] を選択し、地図の役割として 

[シェープ名の定義] を選択します。 
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このファイルを 「東京都港区-Name.jmp」 という名前で、上記の保存場所に保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、地図のファイルを作成することができました。上記のデータは、見やすさのために、「Shape」を 1列目に、「MOJI」を 2列目

になるように列を並び替えています。 

 

ダウンロードした、東京都港区の人口に関するテキストデータを JMP で読み込み、列名の変更、不要なデータの”除外”、”表示し

ない”の設定などを行います。 

さらに、「丁目」には列ラベルをつけ、65 歳以上の数から総数を割り算することによって、新しい列「総数 65 歳以上の割合」を作

成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【操作：グラフビルダー】 

1. [グラフ] > [グラフビルダー] を選択します。 

左下の「シェープ」のゾーンに、「丁目」 をドロップします。X軸に経度、Y軸に緯度が表示され、グラフ上には、東京都港区の境界

が表示されます。 
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2. 右上の「色」のゾーンに、「総数」をドロップします。 

凡例に、人口の総数とそれに対応する色が表示され、右側に表示される凡例より、青色が濃いほど人口が少ない、赤色が濃い

ほど人口が多いことを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフを見ると、南側が比較的人口が多いことがわかります。濃い赤色の地図を選択して右クリック後、 [行] > [行ラベル] を選

択すると、ラベル列に指定した列の値が表示されます。ここでは、高輪 1 丁目、高輪 2 丁目と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 左上の [元に戻す] をクリックし、ひとつ前の状態に戻してから、今度は、「総数 65 歳以上の割合」を「色」のゾーンにドロッ

プします。 
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北側の方が、65 歳以上の割合が相対的に高いことがわかります。その地域を選択することにより、ラベルが表示されますので、

北東側の割合が高い地域は、新橋（1丁目～5丁目）、西新橋（1丁目、2丁目）、虎の門（1丁目、2丁目）、愛宕（1丁目）であるこ

とがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．座標データを用いたバブルプロットの作成例 

バブルプロットで背景地図を表示させるには、X軸、Y軸は、経度、緯度の情報である必要があります。ここでは、2011年9月下旬

に発生した台風 15 号による関東地方の時間ごとの降水量や風速の変化について、バブルプロットで可視化してみます。 

降水量や風速などのデータは、気象庁のホームページ（http://www.jma.go.jp/）から引用しております。関東 1 都 6 県のそれぞれ

代表的な 3 地点の経度や緯度、日付時間、降水量、風速を下記のように JMPのデータとしてまとめています。 

このデータは、2011/9/21 1:00 から 2011/9/22 0:00 まで、1 時間おきに計測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jma.go.jp/
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【操作：バブルプロット】 

1. [グラフ]  > [バブルプロット] を選択し、次のように列を選択して、[OK] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. バブルプロットが出力されますので、適宜、軸の設定や円のサイズの指定などを行います。ここでは、次の設定を行います。 

・ 左上の赤い三角ボタンをクリックし、[すべてのラベルを表示] を選択します。 

・ 左上の赤い三角ボタンをクリックし、[凡例] を選択します。 

・ X 軸をダブルクリックして、軸の形式を [経度 DMM] に変更します。同様に Y 軸をダブルクリックし、軸の形式を [緯度 

DMM] に変更します。 

・ さらに、グラフを右クリックし、メニューより [背景地図] を選択します。 イメージとして[NASA サーバー] を、境界線と

して [日本の都道府県] を選択して [OK] をクリックします。 
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3. 画面下の [実行] ボタンをクリックすると、アニメーションを行うことができます。 

 

バブルの大きさは「降水量」を、バブルの色は、「風速」を表すことに注意して、アニメーションを眺めます。 

 

1. 2011/9/20 22:00 

 

2. 2011/9/21 3:00 

3. 2011/9/21 15:00 

 

4. 2011/9/21 17:00 

 

5. 2011/9/21 19:00 

 

6. 2011/9/21 21:00 
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５．地図イメージのカスタマイズ 

この章では、地図イメージをグラフ上に追加した後で、地図や境界線の設定をカスタマイズする方法をいくつか説明します。 

 

●グラフのサイズの変更 

グラフビルダーやバブルプロットで作成したグラフは、グラフの右下をドラッグすることにより大きさを調整することができます。ま

たは、グラフを右クリックし、[サイズ/スケール] > [フレームサイズ] を選択することにより、グラフの大きさ（フレームサイズ）をピ

クセル単位で編集することができます。 

 

 

 

 

 

●境界線(地図シェープ)のカスタマイズ 

境界線の色や線種、線の幅などをカスタマイズすることができます。 

グラフを右クリックし、[カスタマイズ] を選択します。「グラフのカスタマイズ」ウィンドウから[地図シェープ] を選択し、プロパティ

から線の色や線種などを変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地図の透明度の指定 

地図の透明度を指定することもできます。 

グラフを右クリックし、[カスタマイズ] を選択します。「グラフのカスタマイズ」ウィンドウから[背景地図] を選択し、0（透明）～1(不

透明) の値を入力します。下は、透明度を 0.5 に指定したときのグラフです。 

 


